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 都道府県医師会 
   事 務 局 長 殿 
 

                      日本医師会総務課長 
 
 

令和３年「年頭所感」の送付について 
 
 
 日本医師会長の令和３年「年頭所感」を別添のとおりご送付申し上げます。 
 なお、ゲラの校正につきましては御手許にて御処理いただきますようお願い

申し上げます。 
  
 

 



令和 3 年 年頭所感 
 

公益社団法人 日本医師会 
会長 中川 俊男 

 
 明けましておめでとうございます。会員の皆様におかれましては、健
やかに新年をお迎えになられたこととお慶び申し上げます。 
 昨年は、新型コロナウイルス感染症が世界中に猛威をふるいました。
わが国においても国民は、新しい生活様式を求められていますが、新型
コロナウイルス感染症は完全には終息しないともいわれ、今後ある程度
の収束を迎えたとしても、現在の就業形態を含む生活様式の一部は定着
していくものと考えられます。そのような中、会員の先生方におかれま
しては各地域で行政と協力し合い、新型コロナウイルス感染症の感染拡
大を防ぐさまざまな取組に日々ご尽力くださっていることに深く感謝申
しあげます。わが国に限らず、医療者のこのような献身的な努力に対し
て、多くの国民から感謝とエールが送られたことはご高承のとおりで
す。 
 さて、新たな執行部が昨年六月二十七日に発足してから六ヶ月が過ぎ
ました。この間、新型コロナウイルス感染症への対応、そのことに連動
した医療機関経営の危機的状況への対応、オンライン診療への対応な
ど、激動する社会情勢の中、私は、国民、地域住民の健康を第一に、全
国の医師会ひいては会員の先生方と連携して、執行部一丸となって柔軟
かつ強靱な対応力をもって業務を遂行してまいりました。 
 また、昨年九月十六日に菅内閣が発足いたしました。菅義偉内閣総理
大臣が述べられた「目指す社会像は、自助、共助、公助、そして絆だ」
との言葉は、わが国の社会保障の根幹である国民皆保険が、自助、共
助、公助の三要素から成り立っていることに通じるものがあります。日
本医師会は改めてこの精神を全うし、国民が安心して医療を受けられる
ことを基本として、これら三要素が適切なバランスを保ちつつ国民皆保
険が守られるようしっかりと対応してまいります。そのためにも、これ
まで以上に国民に寄り添い、医師個人が加入する専門家集団の立場から
発信を続けてまいります。 



 菅政権は、オンライン診療の恒久化を言及されています。日本医師会
は、基本スタンスとして、解決困難な要因によって、医療機関へのアク
セスが制限されている場合に、対面診療を補完するものという考えに変
わりはありません。オンライン診療を行う上での「安全性と信頼性」は
かかりつけ医機能を基軸にするべきでありますし、今後、地域医療を担
う医師、患者・国民の双方が、真に納得することのできる仕組みづくり
を目指して政府や国の審議会における議論に臨んでいきます。 
 一方、ＩＣＴやデジタル技術など、技術革新の成果を、医療の安全
性、有効性、生産性を高める方向に向けることは大変重要な視点と考え
ています。今回の新型コロナウイルス感染症への対応においては、ファ
クスが主に利用されるなど日本の医療分野でのＩＣＴ化の遅れが浮き彫
りとなりました。平時、有事の双方で、良質かつ適切な医療が提供でき
るよう、医療のＩＣＴ化を積極的に進めてまいります。 
 日本医師会は、今後の医療政策策定にあたっては、初期段階よりしっ
かりと関与して行くことはもちろん、適切な合意形成プロセスに則り、
政策遂行にあたって行く所存であります。更に、地域医師会を全面的に
バックアップし、医療現場が安心して医療に集中できるよう様々な施策
を国に提案してまいります。 

会員諸氏の深いご理解とさらなるご支援をお願い申し上げますととも
に、本年が国民にとって明るい展望が開ける年となりますことを祈念
し、新年のごあいさつといたします。 

（本文：1,417 文字） 


